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項目 主な範囲
コスト（億円）

経済効果（億円）
設備投資 費用

事業
エリア内

公害防止コスト・効果 大気汚染防止、水質汚濁防止等 7.3  （+4.1） 43.4   （-4.3） 62.6   （-5.0）

地球環境保全コスト・効果 地球温暖化防止、省エネルギー等 6.5   （-0.1） 29.4   （+0.8） 18.1   （-1.1）

資源循環コスト･効果 廃棄物処理、資源の効率的利用等 0.0   （-0.6） 23.6   （-0.4） 102.4   （-8.7）

上・下流コスト・効果 製品の回収・リサイクル・再商品化等 0.2   （-0.0） 8.5   （+0.2） 4.4   （-0.7）

管理活動コスト・効果 環境マネジメントシステムの整備・運用、
社員への環境教育等 0.3  （+0.1） 27.0   （+0.4） 2.9   （-0.9）

研究開発コスト・効果 環境保全に寄与する製品・ソリューションの
研究開発等 2.0  （+1.8） 412.3（+33.2） 712.6（+57.5）

社会活動コスト 環境保全を行う団体に対する寄付・支援等 0.0   （-0.0） 0.3   （-0.0） －

環境損傷対応コスト・効果 土壌・地下水汚染に関わる修復等 0.0   （-0.2） 0.8   （+0.1） 0.0  （+0.0）

合計 16.3（+5.1） 545.4（+30.0） 903.1（+41.0）

※（　）内は前年度との差分。四捨五入の関係で、内訳と合計は一致しないことがあります。"0.0" と表示されている項目には、表示単位未満の値を含む場合もあります。

2015年度の集計の結果、費用が545億円（前年度比6％

増）、経済効果が903億円（同5％増）と、費用・経済効果ともに

増加となりました。また、設備投資は16億円（同45％増）と

なっています。

お客様・社会の環境保全に寄与する製品・ソリューションの

研究開発を推進した結果、研究開発費用と経済効果の大き

な伸びにつながりました（経済効果の算出は当社独自の推定

方法）。

2015年度のコストと経済効果

2015年度実績の内訳（設備投資・費用・経済効果）

費用と経済効果の推移
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富士通グループは、将来見込まれる環境面の負債を適正に

評価するとともに、負債を先送りしない企業姿勢や会社の健

全性を理解いただくために、2015年度末までに把握している

「次期以降に必要となる国内富士通グループの土壌汚染浄

化費用および高濃度PCB廃棄物の廃棄処理費用、施設解体

時のアスベスト処理費用」84.8億円を、負債として計上して

います。
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